
鯨イルカ・イデオロギーを考える（Ⅰ）
－膝原英司の場合（その1）－

三　　浦　　　　　淳

0‾　初めに

古来，動物に対する人間の見方には一定の価値観や偏見がつきまとってき

た。近年そうした方面の研究が進んでいる。例えばハリエツト・リトヴオ『階

級としての動物 ヴィクトリア時代の英国人と動物たち』1）は英国における

動物の種々なランク付けの歴史をたどり，．それが英国人の階級や差別意識，植

民地主義と関わりを持っていることを明らかにしたし，ポリア・サックス『ナ

チスと動物』2）は，ナチスが動物保護に関してきわめて先進的であり，それがユ

ダヤ人を虐殺した彼らの世界観と矛盾するものではなかったという事実を解明

したのである。

ここでは藤原英司がイルカや鯨をどう見ているかを，彼の著書『海からの使

者イルカ』3）を中心に分析してみたいと思う。

最初に，なぜそうした分析をここで行うのかを書いておこう。1982年，国際

捕鯨委員会（IWC）は商業捕鯨の無期限モラトリアム（一時休止）を決定した。

しかしそこには，単に鯨資源が減少したからという客観的理由だけでは済まな

い要因があった。資源量とは無関係に鯨は捕獲してはならない特殊な動物，高

度な知性を持つ動物，或いは神聖な動物，とする見方が混じり合っていたので

ある。4）っまり，捕鯨問題とは，単に資源量やその科学的測定の問題なのでは

なく，鯨という動物をめぐる世界観の問題でもある。文化的な価値観とは無縁

なはずの自然科学専門誌においてすら，鯨をめぐる価値観の相違は顕在化して

いる。5）こうした問題に光を当て考察を加えるのは，人文系の学問に属する仕

事である。
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藤原英司の経歴を簡単に述 べ てお こう｡ 193 3 年東京生まれ , 慶応大学卒｡ 動

物心理学専攻｡ 野生動物に関する多くの著書や訳書で知られ, W W F 日本委員

会の創設にも携わるなど, 自然保護運動に大きな足跡を残して きた ｡
6 )
捕鯨問

題に関して は, 19 93 年 6 月12 日付け朝日新聞の ｢論壇+ 欄に ｢ 環境科学文化研

究所長+ の肩書きで , ｢ 捕鯨活動は根本的な見直しを+ を寄稿して い る ｡ 彼の イ

ルカ観を分析する ことは , 野生動物保護を訴える人間
一

般の思考法を分析する

ことにも つ ながるであろう ｡

1 . 藤原英司と 『野生の エ ルザ』

A ･ 藤原英司は , 野生動物や未開地滞在を扱 っ た洋書の邦訳者として出版界

に登場した｡ 記録に残る限りで は, マ ー チ ン ･ ジ ョ ン ソ ン 『シ ン パ 百獣の王

国タ ン ガ ニ カ ヘ』( 白揚社, 19 5 8 年 6 月) が最初の出版である ｡ しかし彼の名が

広く知られるようにな っ たの は , ジ ョ イ ･

ア ダム ソ ン 『野生 の エ ル ザ』 の邦訳

を出して からで あろう｡ こ の書物は原著が19 6 0 年 に出版されて世界中で読ま

れ , 日本 でも6 2 年 に訳が出て こ の 年の ベ ス トセ ラ ー

第11 位とな っ て い る ｡
7)
藤

原 はまた
, 『野生 の エ ル ザ』 の続編二冊を邦訳して い る ほ か ,

8 )
ジ ョ イ ･ ア ダム

ソ ン の他 の野生動物を扱 っ た著作, 自伝, そ してその 夫ジ ョ ー ジの自伝をも邦

訳するなど, ア ダ ム ソ ン夫妻 と の つ ながりが深 い ｡ また, 『野生 の エ ル ザ』は世

界的に , また日本にお い ても, 野生動物と いうもの に対する 一 般人 のイ メ ー ジ

を形作る の に重要な役割を果たした書物で ある ｡

そ こ でまず, ア ダム ソ ン夫妻の 人と仕事 , そ して彼らを藤原がどう見て い た

かに つ い て考察を行い た い ｡ 野生動物との 交流を好む人物の タイ プがそ こから

見えてきて , 本論にも少なか らぬ ヒ ン トを与えてくれるだろうと考えられるか

らだ｡

ジ ョ イ ･ ア ダ ム ソ ン は19 10 年生まれ , 名前か らする と英国人 の ように見える

が, オ
ー

ス トリ ア の 出身である ｡ ｢ ア ダム ソ ン+ は, 三番目 の夫とな っ た ジ ョ ー

ジ の姓で , ｢ ジ ョ イ+ と いう フ ァ ー ス トネ ー ム は 二 番目の 夫であ っ たベ ー タ ー が

｢ フ リ
ー

デ) ケ ･ ヴィ ク トリア+ と いう本来の名を発音しづ らい と いう理由から
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嫌 っ て , 発音しやす い ｢ ジ ョ イ+ と いう名を与えたとこ ろから来て い る ｡ /トさ

い とき に父母が離婚して祖母 に育て られるな ど, 家庭環境 には恵まれなか っ

た｡ しかし音楽や絵画など芸術に広く興味と才能を示して い た｡ 二 十代で いち

どア フ リ カ に出かけて い るが , 二 番目の 夫がナイ ロ ビの博物館に職を得たため

ア フリカ に住むようになる ｡ や がて 狩猟監視官であるジ ョ
ー ジと出会い , ベ

ー

タ ー と別れ て 三度目の結婚をする ｡ こ の 間三 回妊娠するが い ずれも流産に終わ

り, 自分の子供には恵まれなか っ た｡ しかし, 母を失 っ た雌ライオ ン の エ ル ザ

を育て て野生 に帰す試みを行 い , そ の体験を綴 っ た書物が世界的な べ ス トセ

ラ
ー と な っ て名が広く知られるようにな っ た ｡ 世界中を講演施行して歩き, ま

た エ ル ザ野生基金を創設するな ど, 野 生保護の 国際世論を高める の に貢献し

た ｡ 1 9 8 0 年, ケ ニ アで現地人 の使用人に殺さ れ て生涯を終えて い る ｡

B . まず, 彼女 の最期に つ い て考えてみよう ｡ 『野生の エ ル ザ』 の著者が現地

人 に殺されたと いう ニ ュ
ー ス は当時世界的に報道され , シ ョ ッ キ ン グな出来事

として 受け取られた ｡

加えて , 夫ジ ョ
ー ジも8 9 年 にや はり現地人三人 の武装グル

ー プ に射殺されて

い る ｡ 野生動物保護で世界的に名高 い ア ダム ソ ン夫妻がそろ っ て現地人に殺さ

れたと い う事実は , 彼らの仕事の意味を考え直してみる契機として十分なもの

であろう｡ ジ ョ ー ジの殺害を伝える朝日新聞の記事で奥山郁郎記者は, 彼と

会 っ た経験を回想し つ つ こう書 い て い る ｡

印象的だ っ た の は, 自分 の キ ャ ン プ の 将来に つ い て話が及ん だ時だ ｡

｢ 私が死ん だらキ ャ ン プを閉鎖する しかな い+ と , 寂 しげな表情をした ｡

( - ) 後継者と思 っ て育て て きた白人青年が現地の レ ン ジ ャ
ー

(動物保護貞)

に何回も襲われ , キ ャ ン プを去 っ て い っ たからだ｡ / 研究や動物保護を大

義名分にして ア フ リ カ に来て い る白人に対し , 現地 の 人びと の反発が少な

からずあると聞 い て い た ｡ こ の こ とが助手の襲撃になり, キ ャ ン プの閉鎖の

方針にも つ なが っ た の で はな い か ｡ ジ ョ イ夫人の惨殺に続い て射殺された

ジ ョ
ー ジ氏の 晩年を見ると , ｢ 野 生の エ ル ザ+ などで世界的に有名にな っ た

も の の , 現地 の 人びとの心は つ か み切れなか っ たの で はな い か, と思う ｡
9 )
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こ の推測が正 しい か どうかはとりあえず措こう｡

ジ ョ イ の殺害に つ い て , ジ ョ
ー ジの 二 度目 の 自伝の記述をもとに検討しよ

う ｡ ジ ョ ー ジ に よれば, 狩猟監視官志望であるために夫妻と仕事をして い たザ

ン ビ ア人 の青年ピ
ー

タ
ー

･ モ ー

ソ ン の テ ン トから金が盗まれた ｡ 疑 い はす べ て

の使用人にか けられた ｡ その 直後, ジ ョ イ は仕事の こと で ツ ル カナ族の若い 男

ポ ー ル ･ エ カイと言 い争 っ た｡ 彼 にも盗みの嫌疑がかけられて い た｡ ジ ョ イは

彼に賃金を支払 っ て首にした ｡ 約
- 力月後, ジ ョ イが死体で発見された ｡ 警察

が捜査し, 当初は モ
ー

ソ ン にも嫌疑がかけられた ｡ 彼はジ ョ イと日頃から仲が

悪く絶えず口論して い た ことが知られて い たからだ ｡ だがやがて エ カイが容疑

者として残り, 逮捕され, 自白した｡ 首にされたときに得られるはずの賃金全

部をもらえなか っ たため に恨み , そ の後彼女と会 っ た際に抗議しようとして,

彼女の 方が立腹したの で彼もか っ とな っ て殺したと いう ｡ 8 1 年10 月, 裁判で殺

人罪が確定したが, 未成年らしい ( 年齢がは っ きりせず) と いう理由で死刑は

免れた｡
10)

彼女の こうした最期に つ い て , 藤原 は訳者あとがきで次の ように述 べ て い

る ｡

ジ ョ イを殺した使用人は, 金銭上 の トラ ブ ルから殺意を抱 い たと自ら証

言して い るが, ジ ョ イ の仕事を金銭感覚を通してしか理解し得なか っ た と

こ ろ に , 犯人 の重大な錯誤があ っ た( - ) ｡ ジ ョ イ の動物をめ ぐる活動には

無私の自己犠牲と金銭感覚で は計れな い 奉仕の精神に基づくもの があり,

そ れを理解 して い た多くの使用 人は ジ ョ イ の活動に献身的に貢献した ｡

(
-

) 犯 人が少しでも動物好きな青年で ジ ョ イ の仕事に理解をも っ て い れ

ば
, 不幸な事件は避けられたにちが い な い ｡

11)

藤原は, ジ ョ イ の仕事の意義をまず前提として打ち出し, それを ｢ 理解+ し

なか っ た現地人を断罪する ｡ は たしてそれで事件の真相は説明できたと言える

の だろうか ｡

C . ア ダム ソ ン夫妻の仕事の意味を考える にあた っ て必要なの は , 歴史的な

背景を知る ことである ｡ 二 人 の活動舞台ケ ニ ア は1 9 世紀末から英国の統治下に
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あり, 19 63 年 に独立した｡ 夫妻の ア フ リ カと の付き合 い は20
- 3 0 年代から80 年

代 にかけてであるか ら, ケ ニ ア が植民地だ っ た時代から独立 した時代にまた

が っ て行われて い る ことになる ｡

そうした背景は, 夫妻の著書に どの程度現れて い るだろうか｡ ジ ョ イ に つ い

て言えば, 驚くほ ど少な い ｡ 『野生 の エ ル ザ』は雌ライオ ン の仔を育て野生に戻

す話であるからやむを得な いが , 彼女の自伝を読んでも歴史に関する話はほと

ん ど出て こな い ｡ ア フ リ カ の大自然の素晴らしさと恐ろ しさ, 野生動物との付

き合 い などには文才が遺憾なく発揮されて い るが , 社会的な動向には恐ろしく

無頓着なの で ある ｡ 現地人を差別的に見て い ると いうわけで は必ずしもなく,

ヨ ∵ ロ ツ パ 文明に冒されて民族衣装を捨て て いく現地人 へ の 同情, 杓子定規に

文明化を推 し進める宣教師 - の 批判, ま た原住民を殺我 した フ ラ ン ス へ の 批判

もある ｡ と こ ろが英国によるケ ニ ア支配となると, ほと ん ど触れられて い な い

のだ ｡

そもそも 『野生の エ ル ザ』 が出た60 年前後の ケ ニ ア は どんな状態にあ っ た の

か ｡ 3 0 年代の世界的大不況の噴からア フリカでも労働組合運動が盛ん にな っ て

い る ｡ 44 年, ケ ニ ア ･ ア フ リ カ人同盟 ( K A U) と い う政治結社が結成された ｡

そ して戟後の4 7 年にイ ン ドが独立した の を受け, 5 0 年代になると K A U 内部 で

も政治的独立の ためには武装闘争も辞さな い と いう急進派が, 自力向上を訴え

る穏健派を圧倒し始める ｡ こうした中, 5 2 年から ｢ マ ウ マ ウ 団+ と白人によ っ

て呼ばれた集団が反乱を起こす｡ 史家にも諸説あるようだが , 現在で は マ ウ マ ウ

団は植民地ケ ニ ア か ら白人勢力を駆逐する ことを目指した解放勢力だとして ,

｢ ケ ニ ア 土地自由軍 K e n y a L a n d a n d F r e ed o m A m y+ と 呼ばれるようで ある ｡
12)

しかし本稿で は敢えて当時世界的に涜通した マ ウ マ ウ団と いう呼称を用 い る こ

とにする ｡

マ ウ マ ウ団の中心を占めて い た の はギク ユ 族であ っ た, それは白人専用高地

の 指定を受けた地域の大部分が本来はギク ユ 農民 の 土地だ っ た からで ある ｡ つ

まり白人に土地を奪われた現地人が行動を起 こ したの で あ っ た｡ マ ウ マ ウ団鎮

圧 のために英国は 5 万 の 軍隊と警官を送り, 植民地政府予算の 4 年分を費やし

た ｡ 非常事態は5 9 年まで続 い て い る ｡ マ ウ マ ウ団側の死者は11 5 03 名, 英国側
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の 死者 は2 04 4 名 ( 白人99 名, ア ジ ア人29 名, ア フ リ カ 人192 0 名) で あ っ た｡
13)

以上 の数字で分かるように, 実は マ ウ マ ウ団側の死者の方が圧倒的に多く, 特

に英国側 の 白人死亡者数とは1 00 対 1 以上 の 差がある ｡ 近代的な武器を持 っ て

い た英国側 に対して , 人間の数はともかく敵方から奪 っ た武器以外は持ち合わ

せ て い な い マ ウ マ ウ団は劣勢であ っ た｡ また英国側 に つ く現地人も い たし, 内

部の裏切りもあ っ て , 最後はそれによ っ て崩壊したらしい ｡ 加えて国内外の メ

デ ィ ア は英国側に押さえられて い たため, マ ウ マ ウ団は白人虐殺を狙う恐ろし

い秘密結社だと いう英国側の 宣伝が
一

方的に通用する こととな っ た｡

それは映画と いうメ デ ィ ア にも如実に反映して い る ｡ 英国で は早くも5 4 年に

”

si m b a
- I

(邦題 『暗黒大陸 マ ウ マ ウ族の反乱』) と いう映画が製作されて い る ｡
1 4)

米国でも マ ウ マ ウ団を題材に した映画
”

s af a ri
”

(邦題 『死 の猛獣狩り』, 56 年)

と
”

s o m etbi n g of v al u e
--

(邦題 『黒 い牙』, 5 7 年) が製作された ｡
15)
私は いずれも

未見であるが, 筋書きから判断する 限り, マ ウ マ ウ団を凶暴なテ ロ リス ト集団

としか見て い な い 点で は同じだし, 特 に英国 の それは ア フ リ カ に植民する白人

の優位をま っ たく疑 っ て い な い 点で ( こ の 時点でイ ン ドがすで に英国から独立

して い る) 時代錯誤の代物と言うしかな い ｡ 英 国映画で は87 年に制作された

”

T h e Ki t ch e n T o t o
”

に も マ ウ マ ウ団が登場する ｡ こ の 作品は筋書き的には白人

と黒人の は ぎまで揺れ動き苦しむ現地人を主人公にして い て , 価値観が変わ っ

て き て い る こ と が看取できるが , マ ウ マ ウ 団を恐 ろし い暴力集団と見る点で は

変わりな い ｡
16)

D
. 話を戻そう｡ ジ ョ イ の 自伝は マ ウ マ ウ団に触れて は い る ｡ しかしそれは

あくまで不当なテ ロ リ ス ト集団としてであ っ て , 現地人が独立を求めた闘争な

の だと いう考えからは程遠 い ｡ 夫が戦 い に巻き込まれた際には , 彼らを ｢ 悪者

の
一

団+ と呼び鎮圧に協力してもい るが, こ れは下手をすると自分の身が危う

い 事態なの だか らや むを得ま い ｡ 捕虜とな っ た団員を絵 に描 い たときに は,

≪彼が数日のうちに処刑される ことを知 っ て い たら, わたしはけ っ して彼 の肖

像を描けなか っ ただろう≫ と述 べ る の だが, こ れはあくまでそ の場限りの感傷

で あ っ て ,
こ れ に続く文章は単に以下の ようにな っ て い る ｡
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ケ ニ アが旧体制に代わ っ て独立するまでに数年がかか っ た｡ しか し, そ

の推移は平穏だ っ た｡ そ して , ケ ニ ア の 人 びとは , ただ ひと つ , 自分たち

の 美し い国を発展させると いう目的の ために , 力をあわせてともに働 い た

の だ っ た ｡
17)

マ ウ マ ウ団とケ ニ ア独立が彼女の 内部で結び つ かな い ばかりで はな い ｡ 独立

を勝ち取 っ たケ ニ アと英国との多年に及 ぶ複雑な関係や , ケ ニ ア 人 の中にも穏

健派と急進派の 対立がなお続 い て い る ことなど, 彼女の眼中にはまるで入 っ て

こな い の である ｡ 無論, 地元 に い た か ら こそ現実が見えなか っ た の かも知れな

い
｡ 現場 で は歴史の流れは必ずしも良くは つ か めな い からだ ｡ また英国自体の

植民地観が, 上 で映画を例と して観察したように頑ななまで に旧弊さを保 っ て

い た こ とも見逃せま い ｡ た だ , 彼女 の 自伝 がケ ニ ア 独 立 か ら14 年を - た7 8 年に

出されて い る ことを考えると , こ の 歴史感覚の欠如は時代や場所だけの問題で

はなく, ジ ョ イと いう人間の 本質にも根 ざすもの だと見な い わけに は い かな

い
｡ それ は, 夫ジ ョ

ー ジ の自伝と比較する ことで明らか になるだろう ｡

E . ジ ョ ー ジに は自伝が 二 種類ある ｡ 196 8 年の
”

B w a n a g a m e
”

( 邦題『ブワナ ･

エ ル ザ』) と8 6 年の
”

M y p ri d e a n d J o y
”

( 邦題 『追憶の エ ル ザ』) である ｡

彼はその 二度目 の自伝の 中で , 自分がア フ リ カ へ の い わば不法侵入者で ある

こと, ヨ
ー

ロ ッ パ 人がア フリカに勝手に国境線を引 い た こと, それ によ っ て野

生動物の移動が妨げられたこ となどを指摘して , 次の ように書 い て い る ｡

それまで現地人が野獣を日用の程として , 野獣たちと釣り合 い の
1

とれた

生活を営んで い た の に, それをなぜわれわれは
■■

密猟
”

と いうの か ? ( - )

また い かなる権利があ っ て わたしは ツ ル カナ族にワ ニ を食うの をやめよと

いうの か? ( -

) ワ カ ン パ 族はなぜヤプ の中で弓矢を使 っ てク ー ズ ー を撃 っ

て は い けな い の か ?
18)

彼 は また , 戦争中に ヨ ー ロ ッ パ 側 の 指示で大量の 野生動物 ( シ マ ウ マ と オ

リ ッ ク ス) 殺しが行われた ことにも触れ , 《わたしには植民地主義と いう窮極の

倣慢さが二 五年間にア フ リカを 二 度も ヨ ー

ロ ッ パ の つ まらぬ い ざ こざに巻き込

ん だように思われた≫とも述 べ て い る =
l'ン
後年の 回想だから後にな っ て得た認識
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が混入されて い るとは言えよう｡ 最初の自伝で は こ れ ほ ど内省の 度合 い が強く

な い ことは確かだ｡ それ に しても, 密猟を取り締まるだけで はなく, 場合に

よ っ ては人を襲う野獣を殺さねばならな い仕事を長年続けた彼が, 野生動物は

絶対に保護しなければとか, 現地人は無知だから白人が指導しなければと い

う, 白人が抱きがちな
一 方的な価値観もしくは給麗事を越えた視点を持 っ て い

た ことはうかがえるだろう ｡ 自分は矛盾を抱えながら生きてきたの であり, 自

伝ではそ の 矛盾を余すとこ ろなく書き残しておかねばならな い と いう意識を,

彼 は明瞭に持 っ て い た ようだ｡

マ ウ マ ウ団に つ い て の ジ ョ
ー ジの 記述も, 妻の記述よりはるかに大局的であ

る ｡ まず , 5 2 年 2 月 に エ リザ ベ ス皇女がケ ニ ア を訪れた ことを回想する ｡ 滞在

中に国王 - 父が死去 し, 彼女は英国女王とな っ た｡ 野生動物を見物する施設に

い た女王 はしかし≪その時ケ ニ ア に渦巻き, 爆発寸前だ っ たトラ ブル の 全容を

(
-

) 十分に把捉 して い たと は思えな い ｡ じ つ はそ の こ ろ マ ウ マ ウ団の 反逆活動

が彼女の 政府を打倒しようと して い たの だ ｡≫
20)
そ して彼らの行動を≪不快きわ

まりな い残虐な殺人活動≫ としなが らも , 次 の ように述 べ る ｡

こ の 反乱が鎮圧 されるまで には, さ らに 二 年かか っ た ｡ 二 六人 の ア ジ ア

人と九○人 の ヨ ー ロ ッ パ 人 , そ して
一

人 0 0 人の
”

忠誠
‥

な る ア フリカ人

が死んだ ｡ さ ら に約
一

万
-

五 0 0 人 の ア フリカ人
”

テ ロ リ ス ト
‖

が殺され

た ｡ ( - ) / ギク ユ 族はそ の時の戦 い には負けたが自由 へ の 戦い に は勝とう

として い たし, 自分たち の国 の最初の独立政府にお い て優位を占め る立場

も確保しようとして い た ｡
2 1)

こうした視点は , 最近の用語を使うなら完全にポ ス トコ ロ ニ アリ ズ ム の それ

であ っ て , 彼が時代の 変遷を痛切 に感じ取 っ て い た こ と が読みとれる ｡

も っ とも, 6 8 年の最初の自伝で は多少書き方が異な っ て い る ｡ そもそも全体

が, 自分 の生 い立ちから始まり (彼は英国人だがイ ン ド出身である) , ア フ リ カ

で金鉱探しと野獣狩りを初めとする放浪と冒険の 生活を送 っ てきたことが率直

な筆で述 べ られて い て , 特 に構えずとも面白く読める本なの だ｡ しかしそ こ で

ち, 例えばツ ル カナ族に つ い て , 英国の政策によ っ て不当にも荒蕪地に居住を

強い られた不遇な民族だとか, 彼らから英国が火器を取り上げたの は エ チオピ
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ア からの侵入者が火器で武装したことを考えるとまずい 政策だ っ た, と述 べ て

い るし,
22)
ヨ

ー

ロ ッ パ が ア フリカ に勝手に国境線を引 い てもア フリカ人はそれ

とは無関係な生活をして い ると いう指摘もある ｡
2 3)
ま た大戦中に宗主国の都合

で野生動物が大量 に殺され た
一 件 に はきち んと言及して い る ｡

24)
英国や ヨ

ー

ロ ッ パ の 政策を批判的に見る目を彼がそ の時点で持 っ て い た ことは明らかだ｡

マ ウ マ ウ団に つ い て も
-

章を設けて い る ｡ 概 して こ の集団に否定的 で はある

が, 最後は次の ようにまとめ て い る ｡

こうした陰惨な思 い出が どんなもの であ っ たか, それは当時, 現地に暮

らしてみた者でなければわからな い ｡ だが , ケ ニ ア の大統領が言 っ て い る

ように, す べ て の憎しみや悲惨さは, もは や ことごとく過去の もの である ｡

す べ て を忘れ去り, われわれ は未来 へ むか っ て進まなければならな い ｡ そ

して
,
われわれが未来にむか っ て望むも の は , こ の すばらし い大陸に, 平

和と幸福が訪れる ことな の だ｡
2 5)

こ れを先の D . で引用 した ジ ョ イ の記述と比較してほし い ｡ 表面的に は同じ

ように見えるか も知れな い が , 実は明瞭に違う｡ ジ ョ イがケ ニ ア における争い

の 実体を見ずに給麗事を言 っ て い る の に対し, ジ ョ
ー ジ は独立ケ ニ ア にあ っ て

は住民全員が国家の建設に前向きにとり組まねばならな い とJ
､ う大統領の訴え

かけを し っ かり受け止め支持して い る の である ｡ 争 い はあ っ たし今もある ｡ だ

が未来に向けてそれを乗り越えなければならな い , そう彼は大統領と共に述 べ

て い る の である ｡ 妻ジ ョ イ の罪の記述の10 年も前の ことだ ｡ ケ ニ ア の現実を見

る目は ,
ジ ョ イとジ ョ ー ジで これほ ど違 っ て い る ｡

マ ウ マ ウ団ばかりではな い ｡ 密猟に つ い ても, ジ ョ イ に はそれが現地人の生

活習慣や仕事の無さと結び つ い て い ると いう認識が希薄なようだ｡ 密猟に つ い

て 『エ ル ザ』 第二部と第三部で考察して い るが, 彼女の目は表面的な部分にと

どま っ て い て , 現地人 の視点で こ の 間題を考えると こ ろからは種違 い の であ

る ｡
2 6) ちなみ に田島健二 によれば, ジ ョ イ は現地で はきわめて評判が悪か っ た

の に対し, ジ ョ
ー ジ は非常に良か っ たと いう ｡

27)
夫と妻 へ の こ の 正反対の 評価

は
,
二 人の 資質の差を浮き彫りに して い ると言えよう｡
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F . ジ ョ ー ジ は妻をどう見て い たの だろうか ｡ 最初 の 自伝で , 彼は ジ ョ イが

古代ア フ リ カ人 の墳墓をあばく仕事に熱中するあまり現地人をこき使 い , 反乱

を起こ されかけたと いう思 い出を書 い て い る ｡
28)
また 二度目の 自伝で は次の よ

うに述 べ て い る ｡

ジ ョ イ はそ の性格に, 相手を切り捨てようとする残酷さを秘めて い た ｡

( ･ ･ ･) 彼女は い かなる ことにせよ反対されることを嫌 っ た｡ ( -

) ジ ョ イが

死んだあと , 〔彼女の親友〕ジ ュ リ エ ッ トはジ ョイ の ことを こ んなふうに書

い た｡ つ まり, ジ ョ イ はそ のす べ て の きわだ っ た業績にもかかわらず, 本

当 のと こ ろは常に子 どもだ っ た, と いうの だ ｡ わたしはそ のとおりだと思

う
.
｡ / ( - ) ジ ョ イ古よチ ー

タ
ー

に つ い て の新し い本 『い としの ピ ッ パ』 を

書き は じめ て い た ｡ そ し て そ の こ ろ彼女は, イ ア ン バ シ ヤ 湖畔の 自宅 に

や っ てくる動物たちに, す っ かり夢中にな っ て い た ｡ 庭 に は いF , い ろ な動

物がや っ て きたが, その動物たちに接する時の彼女の忍耐強さは, 人間に

対する気短さとはまさに対照的だ っ た ｡
2 9)

先に述 べ たように, ジ ョ イ は 二度の 離婚を へ て ジ ョ ー ジと結ばれて い る ｡ そ

の ジ キ
ー ジとも

一

時期離婚話が出た｡
3 0)
育 っ た家庭環境も両親の 離婚により不

安定であ っ た｡ ジ ョ イ は自伝の中で , ア フ リ カと関わりを持 つ 人間を 二種類に

分類して い る ｡ 保守的で , 欧米で の生活とは全然環境が異なるア フ リ カ にうま

く順応できな い 人間と, 道 に欧米で は挫折を味わ っ てきたために ア フ リ カ で の

自由な生活に酔 い しれて しまう人間とが い る , と いう の だ ｡
3 1)
自分自身は後者

に属する , と言 い たか っ たの だろう ｡ ヨ ー ロ ッ パ に生まれながらア フ リ カ に長

年暮らし, 人間より野生動物と付き合うことを好んだ女性 それがジ ョ‾イ ･

ア ダム ソ ン だ っ た ｡ そ れは別段非難される べ き ことではな い ｡ ただ, 彼女の生

涯と仕事に意味を与えるときには注意を払わなければならな い と いうだけの話

で ある ｡

彼女が原住民に殺されたと いう事実から単純に類推して , 彼女が原住民に抑

圧的な人間だ っ た か らだ , と い う論調がある ｡ A . で 引 い た奥山記者の文章に

もそうした ニ ュ ア ン ス が含まれて い る ｡ 藤原英司がこ の説に批判的だ っ たの は

前述 の
■
とおりであり, 彼女がそれ以前には原住民の助手から信頼されて い たと
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強調して い る の だが , 私は時代の変遷と いう数値を代入すればこ の間題は矛盾

なく解けると考え七い る ｡

ジ ョ イが 『野生の エ ル ザ』 を発表したの は19 60 年, ケ ニ ア独立 の 3 年前, マ

ウ マ ウ団の決起が鎮圧されて数年後である ｡ つ まり時代の大きな変わり目であ

る ｡ それ以前であれば, ア フ リ カ の 白人はあくまで主人と して黒人に君臨する

こ とができた｡ 黒人助手の白人に対する ｢信頼+ も, こうした背景から来る従

順さの変形に過ぎな い ｡ い か に彼女が短気であれ安全だ っ た の である ｡ しか し

マ ウ マ ウ団決起とケ ニ ア独立 によ っ て , 特 に急進的でな い 黒人 の意識も変わ っ

て いく ｡ ただしその変化はあくまで徐 々 に で あり, 顕在化する の に は時間がか

かる ｡ ジ ョ イが殺されたの は , そうした意識の変化が犯罪と いう形をと っ て不

意に浮上 したも の だ っ た の で はな い か ｡ 加えて , 独 立後の ア フ リ カ の た ど っ た

複雑な事情も働 い て い るだ ろう｡ 6 0 年は ア フリカ で1 7 カ 国が
一

挙 に独立 し,
.

｢ ア フ リ カ の 年+ と呼ばれた｡ しかしやがて新興国家は壁に突き当たる ｡ こ こ で

詳しく論じる余裕はな いが, 新し い 産業興しが失敗する
一

方で , 部族間の抗争

が激化してゆく｡
32)
独立 したて の 頃の 希望が失われ , 徐 々 に現実の樫楕の下で

現地人 の意識も督屈して い っ たの で ある ｡

ジ ョ ー ジ の 殺害 に つ い て は資料が少な い ｡ 最 も信頼の おけそうな G G o rg e

A d a m s o n W il dlif e P r e s e r v a ti o n T r u s t の サ イ ト
3 3) ち,

”

I n 1 9 89 at t b e ag e of 8 3 ,

A d am s o n w a s m u rd e r e d at K o r a b y S o m ali b a n dit s .
” と述 べ て い るだけである ｡ 田

島健二 によれば, 象の 密猟者の大部分が ソ マ リ族であり, それ は貧しさ と, 大

ソ マ リ ア国家建設を夢見る彼らの 反政府的行動が原因なの だと いう ｡ 象殺教

ち, 密猟者としてで はなくテ ロ リ ス トとして の行為であ っ て , 象が政治的な駆

け引きの 道具とされて い る の だ｡ ア フ リ カ の現地事情はかくも錯綜して い るわ

け である ｡
3 4) また ジ ョ ー ジニ度目の 自伝の後半でも, ソ マ リ族密猟者との い ざ

こ ざが幾度も記されて い る ｡ 彼の 死 は , 彼個人 の 資質からと いうよりは , こう

した政治的混乱の 中で起こ っ た悲劇である可能性が高い ｡
3 5)

G . 改め て 『野生 の エ ル ザj と い う本の意味を考えてみよう ｡ ベ ス トセ ラ
ー

に なり多くの 国で翻訳出版され ,
66 年に映画化もされたこ の ノ ン フ ィ ク シ ョ ン
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は, 人間とライオ ン の心 の交流を描 い た作品として素直に感動して読んで い い

書物だと思う｡ しかし歴史の流れの中にお い七み ると別の意味が浮かび上が っ

てくるだろう｡ すなわち, 英国によ る ア フリカ統治が終わろうとするときに ,

白人 の存在理由を改めて打ち出した書物なの である ｡

こ の本で は, 主人公はライオ ン でありまたその 育成や再野生化に打ち込む白

人夫妻である ｡ ア フ リ カ の美しい と同時に凶暴な自然も印象的だ｡ 他方, 本来

そ こ に暮らして い る はずの現地人の 姿は影が薄 い ｡ 野生動物の 育成や保護と言

えば, 自然が破壊され つ つ あ る時代にあ っ て誰もが賛成せ ざ息を得な い ｡ ま

た, 野生動物や大自然には無条件で人を惹き つ ける魅力が備わ っ て い る のも確

かだ｡ しかし これから独立して近代国家建設を目指すケ ニ ア にあ っ て最大の課

題は, 人の育嘩と仕事の確保だ っ たはずなの である ｡

無論, 人材育成 ･ 仕事確保と自然保護とは必ずしも矛盾しな い ｡ 自然を守り,

それを観光資源として活かすための人材育成と いう道もあるからだ｡ ただしそ

れは口で言うほ ど簡単ではな い ｡ そもそも野生動物を保護すると いう思想自体

が, ア フ リ カ で生業を営んで い る現地人から離れた発想であり , ジ ョ
ー ジも述

懐して い たように ( E
_
. を参照) , 不遜さを含む考え方だ っ たの である ｡ しか

し
, 減少しつ つ ある野生動物は守らねばと いう訴えも説得的である ｡ 現地人 の

仕事を作ることと組み合わせ れば, 文句の付けようのな い思想だ ｡

だが
,
は たして『野生 の エ ル ザ』はそう いう認識下で読まれたの だろうか ｡ む

しろ ジ ョ イとライオ ン の 交流 , そ して ア フ リ カ の大自然の 素晴らしさから ベ ス

トセ ラ ー にな っ たの であ
.
っ て , 現地人 の暮らしを理解し独立後の仕事を作ると

いう諌題からは逆に目をそらさせ , や や厳し い言 い 方をするなら, 英国の積年

に及ぶ不当なア フ リ カ支配を忘れさせ る役割を果たしたの で はな い か ｡ 60 年に

出た こ の本は , 63 年の ケ ニ ア独立と入れ替わる ようにして受容されて い っ た ｡

植民地時代には自分たちの利益しか目になか っ た欧米人が , 今度は独立したア

フリカ の 野生動物に目を注ぐ｡ い ずれも現地人 へ の 関心が欠如しで い る ことで

は共通して い る ｡ 7 1 年段階で22 カ 国語に訳され聖書に次ぐ発行部数とまで言わ

れた 『野生の J = ル ザ』 は
36)
, 少なくとも欧米人にと っ て は問題 の すり替えを通

して読者を安心さ
■
せ る効果を持 っ て い たと言えよう｡ 自然保護の政治性を考え
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る 上で
, 『野生 の エ ル ザ』 は重要なサ ン プ ル で ある ｡

H . 最初にも書 い たように , 藤原英司は 『野生の エ ル ザ』 の翻訳者と して
一

般 に名を知られるようにな っ た ｡ エ ル ザ現象や ア ダム ソ ン夫妻に関する彼の考

え方を調 べ , 歴史の流れ の中で F エ ル ザ』 と夫妻が持 っ て しま っ た意味と比較

するなら, 藤原 の持 つ ある種のイデオ ロ ギ
ー が見えてくる はずである ｡ エ ル ザ

本や夫妻の自伝の訳者あとがき, そ して入門書として著した 『エ ルザとア ダム

ソ ン の世界』(19 7 7 年) を読むと , 藤原がジ ョ イ に関して はほぼ全面肯定もしく

は擁護の姿勢をと っ て い る の に対し, ジ ョ
ー

ジ に対して は必ずしもそうではな

い ことが分かる ｡ ジ ョ ー ジ批判の姿勢を最も鮮明にして いる の は, 彼の最初の

自伝 『ブ ワ ナ ･ エ ル ザ』 を収録 した 『世界動物文学全集第_15 巻』
- の 解説 であ

る ｡ まず, ジ ョ
ー ジが生涯の 大部分を捧げた狩猟監視官と いう職業に つ い て次

の ように述 べ て い る ｡

著者 〔ジ ョ ー ジ〕 は密猟者を逮捕し , その男を部下にする ことによ っ て

年間に相当数の動物を救えると いう こ
.

とを書 い てしミる ｡ ( ･ ･ ･) 今日で は , こ

う い うやりかたは しだ 叫 こ影をひそめ つ つ あ る ｡ そもそも野獣殺しの 張本

人である白人のプ ロ ハ ン タ
ー を狩猟監視官に任命すると い う ことが , 今日

で はもう時代遅れのも のとな っ た｡ ア フ リカ の独立諸国では狩猟監視官も

ア フリカ人を任命すると こ ろが圧倒的に多くな っ て い る ｡ その意味で アダ

ム ソ ン の こ の物語 (
-

) は, ア フリ カ で白人が全盛を誇 っ た こ ろ の , 白人

にと っ て
■-

古き良き時代
‖

を語 っ たも のと い える ｡
37)

こ こ で は 二 つ の こ
.
とが言われて い る ｡ まず, 独立した ア フ リ カ諸国では狩猟

監視官に白人で はなくア フ リ カ人を採用するようにな っ て〉､ ると いう, 言 っ て

み れば当たり前の事柄である ｡ 日本が明治時代, 高等教育教員に当初は い わゆ

るお雇 い 外国人を採用したが , や が て日本人の 学者が育 つ
p

t 順次切り替えて

い っ たの と同じ話だ ｡

しか しもう
一

つ の 点は簡単に は見過ごせ な い 矛盾を含んで い る ｡ ｢ 密猟者

(
-

) を部下にする こと によ っ て ( -

) 動物を救+ う方法は影をひそめ つ つ あ

り, ｢ 野獣殺しめ張本人である白人の プロ ハ ン タ ー を狩猟監視官に任命する+ の
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は時代遅れだ, と言 っ て い る箇所である ｡ つ まり, 野獣を殺す人間は狩猟監視

官やその補助には使えな い と いうの だ ｡

ジ ョ ー ジが生きた の は , 人 を襲う野獣や密猟者が験屈する現実めア フ リ カ で

あ っ た｡ 彼自身も金鉱探しや野獣狩りなど, 当初は流浪と冒険を楽しむ生活を

送 っ て い たの であり, や が て嫁があ っ て狩猟監視官と い う仕事に就 い た の で あ

る ｡ つ まり, 現代にありがちな ｢ 野生動物や自然を守れ+ と いう理念から仕事

に入 っ た人ではな い ｡ そうした人間の行動様式は, たしかに現代から見ると矛

盾含みの と こ ろもある だろう ｡ けれどもジ ョ
ー ジにと っ て大事だ っ たの は, 覗

実の ア フ リ カや自分に課せ られた仕事をうまく処理すると いうことであ っ て ,

そ こ で は野生動物の命だけで なく人間の生活も大事だ っ た の である ｡ 自伝を読

むと分かるが, 彼は しばしば密猟者に寛大であり, 形ばかりの罰を与えただけ

で放免して い る ｡ 密猟がなぜ起こ る の か, 彼は知 っ て い たからだ｡ 密猟をする

の は経済的に恵まれた白人ばかりで はな い ｡ む しろ現地人に多∨､ ｡ 彼ら は貧し

く ,
カネが欲し い ばかりに密猟を行う｡ 或 い は , 彼 らは以前は生活習慣として

狩りをして い た の に , 白人が
一

方的に狩猟禁止の法律を作 っ たために ｢密猟+

とされ て しまうの だ｡ こう した状況下 にあ っ て , 野生動物保護に必要なの は

｢滅びかか っ て い る野生動物を守れ+ と いう理念的なお説教で はな い ｡ 現地人が

密猟をする必要がなくなるような社会を作 っ て い く こ とな の で ある ｡ 無論,

ジ ョ ー ジ の して い た ことは対処療法的な仕事であ っ て , 社会の構造を根本的に

変えて い く政治的な仕事ではなか っ た｡ けれども , 自分の 仕事が野生動物保護

だけでなく現地人生活 の秩序維持とも密接に関わ っ て い る ことは十分自覚して

おり, そ れが矛盾を含んで い る ことも認識して い たの である ｡

E . で も述 べ たように , 彼 はそ の 二度目 の自伝の中で , 自分がア フリカ へ の

い わば不法侵入者である こと , ヨ ー ロ ッ パ 人がア フリカ に勝手に国境線を引 い

た こと, それに よ っ て 野生動物の移動が妨げられたこと, 現地人に猟を禁じる

権利が欧米人にあるかどうか疑問である ことなどを指摘して い た ｡ 無蘇, こ れ

は正 しくはあ っ ても, 十分な見解で はな い ｡ 時代 の変遷 によ
`

っ て 人と野獣の バ

ラ ン ス は変わる ｡ 場合によ っ て は ｢ 野獣は絶対に殺すな+ という理念を押し つ

ける必要が生じる こ ともあろう ｡ しかしそれは ｢ 野獣を殺すな+ と いう理念が
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時代と状況を越えた普遍性を持 っ て い るか らではなく, 生息地 の狭隆化や人間

数の増加など生態系の バ ラ ン ス が変化したからなの であ っ て , 少なくともか つ

て は野獣を適度に狩る生活は い ささかも自然環境をな い がしろにするも の で は

なか っ たの である ｡

藤原 のあとがきに戻ろう ｡ 彼は先の引用 に続 い て , 最新の動物学の 知識に基

づ い て ジ ョ ー ジめ動物観の ｢ 誤り+ を指摘し, ≪かれら〔白人狩猟監視官〕 の自

然観, 又 は生命観は非常に問題の多 い
一

時代前の もの であり , そ れが
, -

狂 っ て
.

L
･

い る こ と に気づかな い まま , かれらはア フリカ の自然に介入 し, ア フ ー
p
) カ の自

然保護の 旗手として自らを位置づけた≫
38) と批判する ｡ そ して最新の研究に基

づ い た制度が必要だとして次の ように述 べ る ｡

今ま で の 白人狩猟監視官は , た だ 自分 の 勘 と , 人並 み の 道徳観だけに

頼 っ て動物を判断し, 自然保護的な行動をとろうとしてきた ｡ それが多く

の問題をひきおこ し, こ れからの ア フリカで は, も っ と違う角度から動物

を見る新しい 監視官, あ る い は新しい 監視官教育が必要だと考えられて い

る ｡ い わ ばか つ て の
--

英雄
”

見直しが始まり, ア フ リ カ の 白人狩猟監視官

は
, 今や自然保護の立場からは

‥

落ち た偶像
”

と化し つ つ ある ｡ 非常に気

の毒な言 い方になるが , そ の 意味では 〔ジ ョ ー ジ ･ 〕 ア ダム ソ ン の こ の 回

想録は,
一

昔前の 英雄が自己の置かれた立場が変わり つ つ ある ことに気づ

く ことなく, 思 い の たけを述 べ たもの とも い える ｡
3 9)

一

見するとポス トコ ロ ニ ア ル的な言 い方の ように映る ｡ 白人の狩猟監視官は

実は自然保護の本当の やり方が分か っ て い なか っ た, 新 し い時代の監視官や監

視官教育が必要だ, と いうの だから｡ だが実はそ こ に は 二 つ の 陥穿が敷かれて

い る ｡
一 つ はす で に指摘したように , ｢ 自然保護+ と いう考え方自体が現地人の

ため になる のか , と いう問題 ｡ もう
一 つ は , 新 しい 現地人 の監視官は で は具体

的に どの ように職務を果たす の か , と いう問題 である ｡

藤原は , しかし こ の 二 つ の 問題に答えな い ままに解説を終えて い る ｡ 彼は批

判するだけでなく, ジ ョ ー ジが動物に繊細な心遣 い を示す箇所やライオ ン の美

しさに感動する場面 に つ い て は評価して い る ｡
40)
しかし肝心要の問題 は放置さ

れたままなの で ある ｡
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J . さて , ジ ョ
+ ジ最初の自伝を収録して い る 『世界動物文学全集第15 巻』

には, 『神象の最期』と いう短篇小説が
一

緒 に収め られて い る ｡ パ キス タ ン の作

家アブ - ル ･ F -
･ シデ イ ツ キ に よ るもの で , 筋書きは次の とお.りである ｡ 老 い

さらばえた象が仲間の 群れから見捨てられ死 を覚悟するが , たまたま人間の

持 っ て い たミ ル クを飲んで生き延びるうちに神象扱 いされ , 民衆の信仰の対象

となる ｡ だがある時ミ ル ク を持 っ た女 の首に長 い 鼻を巻き付けて殺して しま

う｡ 当局は人殺しの象だと いう こと で射殺を決定し, 英国統治時代に象撃ちを

経験した男を探
-
し出して依頼する ｡ 男 は仲間と共に象を追 い つ め るが, 他方か

ら来た民衆たちが象を囲んだため射殺をあきらめ る ｡

こ の短篇に つ い て藤原は解説で , 象を霊獣扱 い するイ ン ドの習慣を知らな い

と こ の小説の妙味は分からな い こと, イ ン ドの 宗教であるジナ教 ( ジ ャ イナ教)

で は輪廻思想に基 づ い て解脱の ため には出家が必要とされ, あらゆる生物を殺

すことが禁じられており, こ の 思想はイ ン ドの仏教やイ ス ラ ム教にも影響して

い る こと, イ ラ ン の ホ メイ ニ 師を中心とした政変を見れば分かる ようにイ ス ラ

ム教は世俗化が進む世界の なかでも行動性を保 っ て い る ことな どを繰 々 説明し

た上で , 次の ように述 べ る ｡

こうしたイス ラ ム教的行動力と , 仏教や ジナ教 にみ られる
‖

無害
”

〔殺生

の禁止〕 の 思想がイ ン ド, パ キス タ ン で は微妙に民衆の深層心理を支配 し

ており , それがゾウ の神格化と結び つ い て社会現象を描 い た のが, こ の作

品だと い える ｡
41)

藤原はそれに続 い て , 電では, こ の作品の中で同じイ ン ド ( パ キス タ ン) の森

林当局がゾウを単なる殺し屋だと判断したの は どう いう ことな の か ｡ 同 じイ ン

ド人でありながら, どうして当局は民衆とは正反対の判断をくだしたの か≫ と

い う問 い を発する ｡ そ して , そ れ は欧米に留学できるような
一

握りの裕福な人

間だけが当局の役人とな っ て い るからで あり, 彼らは欧米から《人間生活を脅

かすも の は
”

害獣
'- と して処理する野生動物管理思想を吹き込まれて帰国≫する

の であり, 象を神格化する民衆は彼らの目には無知蒙昧と映る の で, 力ずくで

も自分たちの
”

近代性
‖

を実現しようとする の だ,
■
と いう ｡ そ して象が殺され

な い 結末は, 民衆の勝利を表現して い ると述 べ て , 次の ように書く｡
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そして これこそ, じつ に今日, ア フリ カをふくむイ ン ド, イ ス ラ ム 圏と

第三世界が国際世論の中ではたす新し い傾向を示して い ると い えよう｡ 自

然保護の世界戦略にお い て , 欧米諸国は今まで常に自分たちの理念を強引

に世界中に押し つ けようとしてきた｡ しかしそ の理論や近代性, そ して武

力などでは圧殺できな い 地域特性が世界各地に存在する ことに, や っ と か

れらも気づきはじめた｡ そ して今日, 国際自然保護連合 (I U C N) の 世界戦

略にお い ても, 地域特性を十分に考慮する ことと い う
一

項が盛り込まれる

ようにな っ た｡
42)

こ こ だけ読むと , こ の 頃 ( 本は19 80 年発行) の藤原は , 先ほ ど 『ブワナ
･ エ

ル ザ』 解説で白人狩猟監視官を時代遅れと批判した態度を含めてきわめてポ ス

ト コ ロ ニ ア ル で あり , 欧米支配的な価値観 に批判的で あり , 第≡世界 の 視点に

立 っ ても の を言 っ て い ると思われるかも知れな い ｡ だが, よく読むなら, そ れ

は見せかけである ことが明らかだ｡ 藤原が こ こ で パ キス タ ン の 世界観に肩入れ

して い る の は , たま たまそ こが象を神聖視し殺さな い と いう生活習慣を持 っ て

い た からに過ぎな い ｡ 『ブワナ ･ エ ル ザ』 解説で の彼は; 先 に見たように ジ ョ
ー

ジの 狩猟監視官として の仕事ぶりを批判して白人の自然保護の 限界だとして い

た ｡ しかし彼は , ジ ョ ー ジが現実の ケ ニ ア社会の 中にあ っ て野生動物を狩 っ て

暮らしてきた現地人にそれなりの理解を示してきたことに つ い て は何
一

つ 述 べ

て い なか っ た｡ ジ ョ ー ジが野生動物に繊細さを示したりライオ ン の 美しさに感

動した場合に限 っ て讃美して い たの である ｡

すなわち,
.
こ こ で の藤原

.
は , 野生動物を保護し殺さな い と い う場合に限 っ て

第三世界的な価値観を擁護して い る の であり, そうでな い場合は , 現地人 の野

生動物との付き合い 方には触れず, 野生動物を殺したり コ ン ト ロ
⊥ ル したりす

る思想は白人の世界観だとして非難して い る の である ｡ き わめて ご都合主義的

な見解だと言う しかあるま い ｡

そうした藤原の本音は, 77 年に出版した 『エ ルザとアダム ソ ン の世界』 の 中

に い っ そう明瞭に現れて い る ｡ 彼はそ こ で ,
ジ ョ ー ジ はア フリカで暮らすうち

.
に動物は殺すより観察する方が面白 い と気づ い た の だと述 べ て , 次の ように言

う｡
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こ れは私の持論なのだが , 本物の ハ ン タ ー と いうの は , 最後には必ず動

物を殺すことに い やけがさす｡ つ まり動物を殺すこ とがおもしろくて しょ

うがな い と い う ハ ン. 9
- は

,
わ たしに言わせ れば, き わ め て幼稚 か ､ ン

タ - である ｡ ( - ) / 生命を守る ことは, 生命を奪う以上に勇気を要する こ

とが多く, よりすぐれた勇気を求める真の ハ ン タ ー は
, 最後に必ず銃を棄

て る ｡
4 3)

要する に藤原にと っ て大事なの は野生動物を殺さな い ことな の であ っ て , 早
れ以外 の考えは受け付けようがな い の である ｡ だが , ジ ョ ー ジ は最終的に ｢銃

を棄て+ たわけで はな い ｡ 必要と思われるときには野獣を殺しなが ら密猟者を

取り締まる生暗を続けたのだ ｡ したが っ て藤原 の評価は次の ようにならざるを

得な い ｡

ジ ョ ー ジ の動物 - の愛は, 野生 の動物に美を認めると いう点にお い て本

格的なもの だ っ たが,
一 面で は非常に割りき っ たと こ ろがあ っ た｡ / つ ま

り, ジ ョ
ー

ジ は, 旅先 で自分が飢えそうにな っ た時には, ためらわずに動

物を殺して食 べ た ｡ だが殺さな い ですむ時には, 殺さなか っ た ｡ こ の 点,

ジ ョ ー ジは , き わめ て猛獣的な人間だ っ たと い える ｡
44)

食物が必要なときには動物を殺すが不必要には殺さな い これは肉食獣だ

けで なく, 現地人の流儀でもあ っ たはずだ｡ ジ ョ ー ジもそれを踏襲したに過ぎ

な い ｡ と ころがその ことが ,
つ まり現地人 であれ現地に根を下ろ して暮らす白

人であれ,. その点 で は肉食獣を同じなの だと いう 一 点が , 藤原 に は どうしても

理解でき か ､ の である ! 藤原にと っ て動物を殺すことは, い わば野生 の肉食

獣だけに付与された特権なの だ ｡

そ して藤原は論理を次々 と飛躍させ て い く｡ エ ル ザとジ ョ イと の心 の交流を

根拠として , ≪エ ル ザ はそ の心的状況にお い て人間と同じだと いう ことになる≫

として
, ≪そ の心情面で両者があ い等し い と いう ことは, ( -

) 人とライオ ンと

は
, そ の内的存在に共通するも のをも つ と い う こ七 である≫≪そして ライ オ

_
ン を

動物と いう言葉におきかえる時, 動物と人間とは, たとえ外見が異な っ て い て

ち, 本来, 同 じもの な の だと いう ことになる≫
45) と強引に結論づけてしまうの

である ｡
4 6)
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+ . こうした藤原の傾向は , 野生動物の命を至上祝する人間には , 現地の 実

情, 特 に人間側 の事情が見えなくなりがち だと い う こと の 好例と言える だろ

う ｡ 藤原は先に , ジ ョ ー ジ の ような ハ ン タ
ー 上 がりの白人が狩猟監視官になる

制度は時代遅れだと述 べ た｡ 果たしてそうだろうか｡ 8 年間ケ ニ ア で野生動物

狩りを経験した田島健二 は, 19 88 年 に出した著書の中で , 最近は野生動物保護

熟のあまり ｢ ハ ン タ ー - 自然破壊者+ と いう単純な図式でとらえられがちだと

批判的に述 べ た上で , 次の ように書 い て い る ｡

ア フ リカ における ハ ン タ ー の存在は, 貴重な外貨獲得に貢献し, それは

同時に , ア フリ カ共通の 国内問題である雇用促進をも助けて い た｡ 外国か

らや っ てくる ハ ン タ
ー が ア フリカ に落とす金 は ,

一

人当たり数百万円か

p ら, とき に は
-

0 0 0 万 円ちかくにも の ぼ っ た ｡ そ れ は今日 の サ フ ァ リ の

中核をなす , 写真を撮る
一

般観光客の
-

○倍以上 にもな っ た ｡ ( -

) ハ ン

タ ー は密猟 の コ ン ト ロ
ー ル に 一 夜買 っ て い た｡ ハ ン タ ー の 存在を恐 れて密

猟者の行動は制約されて い た ｡ と こ ろが,
一 九七三 〔七七の 誤記と思われ

る〕年に狩猟が全面禁止とな っ て ハ ン タ
ー の 姿が原野から消えると同時に ,

密猟者 の数は急増し, そ の行動が活発にな っ た ｡ / ケ ニ ア で , ゾウ の数が

急速に減 っ て い っ た の は,
.
狩猟禁止令が出された年以降の ことである ｡

47)

こ の 本は , 白人の狩猟監督官がケ ニ ア独立後2 0 年です べ て現地人に置き換え

られた ことや , 70 年代ケ ニ ア の 野生動物保護政策がうまく い かなか っ た事情を

も説明して い る ｡
4 8)
詳しくは同書に譲るが, 人手と資金の 不足よりは, 現地人

の管理 ･ 職務能力不足と いう ことの ようだ ｡ つ まり, 残念ながらと言わねばな

ら か ､ が, 自然保護は現地人 に仕事を全面的に任せればうまく い くと いうもの

でもなか っ た の である ｡
4 9)
そ して ケ ニ ア政府 の杓子定規な狩猟全面禁止政策に

より , 狩猟を生活の
一

部として い た部族は困窮に陥る ｡ 現地 の実情を必ずしち

尊重しな い政府の政策の背後にある の は , 白人の 野生動物保護論者による有形

無形の圧力だ っ た｡
50)

田島 の本か ら, H . で 引用した藤原英司の ｢白人の 狩猟監督官は時代遅れ+

と いう断定を逆に照射してみ よう｡ 藤原がそう述 べた の は8 0 年であ っ た ｡ つ ま

り彼は, 77 年 に狩猟を全面禁止し狩猟監督官も現地人に置き換えつ つ あ っ たケ
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ニ アを見なが らそう述 べ たの である ｡ だが彼の期待は裏切られた｡ い や , 彼 の

考えがそもそも矛盾含み だ っ た の だ｡ 野生動物全面禁猟が本当に現地人の ため

になる の か, 考えて い なか っ たの だから｡

8 8 年に出た本によ っ て8 0 年頃の藤原 の認識を批判する の は後知恵と言われる

かも知れ か ､ ｡ たしかに日本に い ると遠い ア フ リ カ の実情は分かりにく い ｡ し

かし東南アジアやア フリカ諸国が戦後次々 と ヨ ー

ロ ッ パ のくびきを離れて独立

して いく様は , 日本でもそれなりに報じられて い たの である ｡ ケ ニ ア にしても

例外で はな い ｡ マ ウ マ ウ団を恐ろ しい テ ロ リ ス トとした英国の喧伝を真に受け

な い 書物が , 日本では6 7 年に出版されて い る ｡ 野間寛二郎 『シ ン パ と森の戟士

の 国』( 理論社) である ｡ マ ウ マ ウ団はテ ロ リ ス トで はなくケ ニ ア独立を月指す

｢ 森の戦士+ だ っ たの だと主張する こ の本は , 中学生向けとされて い るが, 著者

はL 7 フ リ カ現地に取材 して い て , 大人が読むに十分耐える内容とな っ て い る ｡

6 7 年度の 読書感想文課題図書にも指定されて い るから, 多くの中学生や国語教

師に読まれ?= もの と推測される (ちなみ に ｢ エ ル ザ+ 第四部 『エ ル ザの 子供た

ち』〔原本では第三部の 後半〕も64 年の中学生読書感想文課題図書とな っ て い る ｡

こ の 辺 の時代の 流れは面白 い) ｡ こ の 本に は , 英国側と マ ウ マ ウ団の 戟 いゃ白

人の死者が95 人 なの に対し マ ウ マ ウ団側は1 150 3 人 に上 っ たと いう数字も挙げ

られてし
‾
､ る ｡ 8 6 年の ジ ョ ー ジニ度目 の自伝に こ の数字が挙げられて い る ことは

先に指摘したが, 6 7 年段階ですで に日本で はそうした実態が明らかにされて い

たの である ｡

藤原がアダム ソ ン夫妻の計三冊 の自伝に付けた解説, そ して 『エ ル ザとアダ

ム
,) ン の世界』 には , つ まり7 7 年から8 8 年まで の仕事には , しかしそうした認

識はうかがえな い ｡ 彼 は現地 の実情を顧慮せずひたすら野生動物の命を奪うな

と訴えたの であ っ て , ジ ョ ー ジや 田島とは反対に ･ ア フ リ カ人 の生活の中で
_
こ

の 間題を考えて い こうと いう姿勢を欠 い て い たの だ っ た ｡ (文中敬称略)

本論考は, 日本海セト ロ ジ ー

研究会第15 回大会 (2 00 4 年 7 月 4 日, 金沢市 ･

石川県立生涯学習セ ン タ ー ) で の 口頭発表に大幅な加筆を行 っ たも の で ある ｡
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注

1 ) 三 好みゆき訳, 国文社 , 2 0 0 1 年, 原著198 7 年

2 ) 関口篤訳, 青土社 , 2 0 0 2 年, 原著200 0 年

3) 藤原英司 『海からの使者イ ル カ3 (朝日文庫, 19 9 3 年｡ 単行本は80 年, 朝日新聞

社)

4 ) 例えば有名な天文学者の カ ー ル ･ セ - ガ ン がそうした見方に染ま っ て い たこ と

を, 私 は以前私的に出して い た雑誌 F n e m o』 で指摘した｡ ｢ 反捕鯨 の病理学 第

4 回 カ ー ル ･ セ - ガ ン の 悪霊+ , 『n e m o 第 6 号』(新潟大学三浦淳研究室, 1 9 9 9

年) 所収, 4 3 - 6 4 頁｡ 本論文は, 『n e m o』 に掲載して い た ｢反捕鯨 の病理学+ の

続編である ｡

5 ) 2 0 0 4 年 5 月16 日付けの産経新聞に,｢ 人間 n a vi ク ジラ 人工繁殖に挑戦 帯広畜産

大学 福井豊教授+ と い う記事が掲載された ｡ 文中, 米英豪で は鯨に関する 日本

の研究自体をタブ ー 視する動きが 3 年前くら い か ら出て おり, 鯨研究の 論文を,

掲載 はお ろか , 審査すらしてくれない 科学雑誌がある と い う話が出てく る ｡ 鯨に

関して欧米人が強 い 偏見を持 っ て い る こ と , い わゆる科学者も例外で は な い こ と

が分か るだ ろう｡

自然科学系 の研究者は , こう した文化的な背景を持 つ 問題 に鈍感な場合が珍し

くな い ｡ 例 え ば槌田敦は 『環境保護運動は どこ が間違 っ て い る の か ?』(JI C C ,

19 9 2 年) で情緒的な自然環境保護運動を厳しく批判したが, 鯨や マ グロ の 捕獲を

非難する欧米の動き に つ い て は , 《ク ジ ラ は食 べ なき ゃ な らん と い うもの で もな

い し, マ グロ だ っ て それがなければ絶対駄目だと いうもの でもな い か ら, みんな

が嫌が るん ならや めようと いう の で い い ん じ ゃ な い で しょうか≫として い る(18 5

頁) ｡ 和を重 ん じる 日本人の特質は自然科学者に こ そ明瞭に看取され る ｡

また , そもそも野生イ ル カ を捕獲して飼育す る こ と自体が (
一

部世論の 圧力な

どにより) 困難に なりつ つ あ る こ と は, 吉岡基 ( 東大農学部特別研究員) も証言

して い る ｡ 『u p』( 東大出版会) 19 9 4 年 2 月号 . 2 0 頁｡

6 ) 以上 は , 藤原 の 著訳書 に記載された略歴などを参考に して い る ｡ ただ し学歴 に

関して は記述 に ばら つ きが見られ る ｡ ｢ 慶応大学文学部卒 (動物心理学専攻)+ と

い う の はガ デ イ ス 『動物たちの不思議な世界j ( 白揚社, 1 9 73 年) の 記載で
一

番分

かりやすい が , 近年の 略歴で は ｢慶応大学卒 ( 動物心理学専攻)+ とな っ て い る

も の が多く , 常識的に読めば大学で動物心理学を専攻したと い う こ と に な るが ,
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大学で の 専門とは別に動物心理学を専門として い る と読めなくもな い ｡ 5 8 年に出

した藤原最初 の訳書二 冊で は ｢現在, 慶庵義塾大学経済学部+ ｢慶庵義塾大学経

済学部在学+ とな っ て おり , 6 2 - 63 年に邦訳 を出した エ ル ザ本四冊 のうち , 訳者

略歴を入れ て い な い 第 一

部以外 の 三 冊 で は, ｢ 都立大学理学部在学当時 ( - ) 後

に青山学院英文科, 慶応大学経済学部等を経て ( - )+ とな っ て い る ｡

7 ) htt p:〟w w w . a s abi -

n et . o r .j p/ - a d8 n - k w s m ノm i z u/ w at e r4 - 3 .h t m 1

8 ) エ ル ザ本は原本で は三 冊 で , 最初 の
”

B o rn fr e e
l'

が 『野生 の エ ル ザ』, 二 冊 目の

”

Li vi n g fr e e
'-

が 『永遠の エ ル ザ』 の題で邦訳されキが , 三冊目の
”

F o r e v e r fr e e
”

は

長 い ため , 日本で は 『わたし の エ ルザ』『エ ル ザ の 子供たち』 の 二 分冊 で刊行さ

れた ｡

9 ) 朝日新聞, 1 9 8 9 年 8 月2 2 日付け｡

1 0) ジ ョ ー ジ ･

ア ダム ソ ン ( 藤原英司訳) 『追憶 の エ ル ザ ラ イオ ン と妻とわが生

涯』(光文社 , 1 9 8弓年) 3 4 8 頁以下 ｡

l l) 同上, 3 9 8 頁｡

1 2) 宮本正興 ＋ 松 田素二 (編) 『新書ア フ リ カ史』(講談社現代新書, 19 9 7 年) 43 9

頁｡

1 3) 同上 , 4 4 1 頁｡ マ イ ナ ･ キ ニ ヤ テ イ (宮本正興ほか訳) 『マ ウ マ ウ戦争の真実

埋もれたケ ニ ア独立前史』(第三書鍔, 19 9 2 年) 28 1 頁以下も参照｡ ちなみ に英国

側 の ア フリ カ 人と い うの は英国側 に つ い た現地人 , ア ジア人 と い う の は当地で中

間管理職的 に使われ て い たイ ン ド人 の こ とであ る ｡ なお こ の 戦 い に関す る資料

は, 英国側に よ っ て 少なか らず隠滅されたほ か , ケ ニ ア独立時に英国と の密約で

50 年間公開が凍結され る ( したが っ て20 13 年まで 非公開) こ とに な っ た｡
_
『マ ウ マ

ウ戦争 の真実』288 頁以下 ｡

1 4) http :// m o v i e . g o o . n e .j p/ m o vi e s/P M V W K P D 13 6 54 /c o m m e n t .h t m l

1 5) http :// m o v i e . g o o . n e .j p/ m o vi e s/P M V W K P D 4 13 0 /i n d e x .h t m l

http :// m o v i e . g o o .
n e .j p/ m o v i e s/P M V W K P D 2 6 8 6/i n d e x .h t m l

i 6) h ttp :// m o vi e . g o o .
n e .j p/ m o vi e s m M V W K P D 11 9 7 6 /i n d e x .h t m l

1 7) ジ ョ イ ･ ア ダム ソ ン (藤原英司訳) 『エ ル ザわが愛 ジ ョ イ ･ ア ダム ソ ン 自伝』

(文糞春秋, 1 9 80 年) 23 7 頁｡

1 8) 『追憶の エ ル ザ』, 6 4 頁以下 ｡

1 9) 同上 8 9 頁以下 ｡

20) 同上 , 1 1 7 頁｡
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2 1) 同上 , 12 0 頁｡

2 2) ジ ョ ー ジ ･ ア ダム ソ ン 『ブ ワ ナ ･ エ ル ザ』, 『世界動物文学全集第15 巻』( 講談

社, 19 8 0 年) 所収, 1 0 6 頁以下 ｡

2 3) 同上 , 2 0 0 頁｡

2 4) 同上 , 18 8 頁以下 ｡

2 5) 同上 , 2 9 1 頁｡

2 6) ジ ョ イ ･ ア ダム ソ ン (藤原英司訳) F 永遠 の エ ル ザ』(文蛮春秋, 19 62 年) 17 0 頁

以下 , 『エ ル ザ の子供たち』(文斐春秋, 1 9 64 年) 83 頁以下 ｡

2 7) 田島健二 『最後の サ フ ァ リ』 (草思社, 19 8 8 年) 4 7 頁｡

2 8) 『ブワ ナ ･ エ ル ザ』, 2 4 6 頁｡

2 9) 『追憶の エ ル ザ』, 2 7 0 - 2 7 3 頁｡

3 0) 同上 , 26 8 頁｡

3 1) 『エ ル ザわが愛』, 1 8 3 -

1 8 4 頁｡

3 2) 『新書ア フ リ カ史』, 4 7 1 頁以下 を参照｡

3 3) http :〟w w w . g e o rg e a d a m s o n . o rg/ ad a m s o n .b t m なお , 他の サイ トも調べ たが , い ず

れも ジ ョ ー ジ の 死 に つ い て は簡単な記述しかなく , ま た相互 に矛盾もあ る ｡

3 4) 田島健二 , 1 8 9 頁 ｡

3 5) ア フ リ カ は多数の 部族が入り乱れた土地 であり, ヨ ー ロ ッ パ や ア ジア の近代国

家を形成する の に力があ っ たネイ シ ョ ン と い う観念が有効に働かな い ｡ 独立後の

近代化が不調に終わる中, 部族 ごと の 急進的なグ ル ー プも暗醸する ように な る ｡

また近代化 へ の 批判か ら ｢伝統の逆襲+ も生 じて い る ｡ 加えて , 武器が簡単 に人

手できる こ とも問題を深刻にして い る ｡ 『新書ア フ リ カ史』492 頁以下及び5 21 頁｡

なお , 岡倉登志 『ア フリ カ の歴史』(明石書店, 20 0 1 年) と片山正人 『現代 ア フ リ

カ の 悲劇』.(叢文社, 20 0 0 年) も参照｡

3 6) 藤原英司 『エ ル ザ と ア ダム ソ ン の 世界』(文蛮春秋, 1 9 7 7 年) 2 頁以下 ｡ なお

ジ ョ ー ジ峠『ブワ ナ
･

エ ル ザ』 で33 カ国として い る (8 7 頁) ｡

3 7) 『世界動物文学全集第1 5 巻』, 4 0 8 頁｡ なお 『ブワ ナ ･ エ ル ザ』 邦訳はこ れ以前 に

単行本として6 8 -

69 年に出て い るが , そこ で は藤原 は こう した見解を述 べ て い な

い ｡

3 8) 同上 , 4 1 0 頁｡

3 9) 同上 , 4 1 0 頁以下 ｡

40) も っ とも , 理由なく藤原がそう書い たの だとは私は思わな い ｡ お そらく , 邦訳
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出版を間近に控えて い た ジ ョ イ の 自伝に , 今 の ケ ニ ア に は野生生物ク ラ ブが 五百

できて い て , 最近まで密猟を何とも思わなか っ た若い ケ ニ ア人が そ こ で活動して

い る , と善かれて い る (『エ ル ザ わが愛j 3 4 4 頁以下) こ とが念頭にあ っ たの だ ろ

う ｡ しかしジ ョ イ の こ? 記載自体が具体性を欠い て お･り , 藤原として はそれ以上

･ の 記述が できなか っ た の だ ろう｡

4 1) 『世界動物文学全集第15 巻』, 4 0 7 頁｡

4?) 同上 , 4 0 7 頁｡

4 3) 『エ ル ザ とア ダム ソ ン の 世界』, 7 7 頁｡

4 4) 同上 , 81 頁｡

4 5) 同上 , 1 2 4 頁以下 ｡

4 6) 藤原が野生動物を狩る現 地 人 の 事情を考慮して書 い て い る 文章が
一 つ だ け あ

る ｡ ジ ョ イ の 殺害直後に雑誌
‾『世界』 に掲載した ｢ ア フ リ カ に み る 自然保護の ジ

レ ン マ+ で あ る (1 9 80 年 6 月号, 3 2 1 - 3 2 7 頁) ｡ そ こ で は白人側 の ｢ 野生動物を守

れ+ と い う主張が現地人 の伝統や暮らしと必ずしもそりがあわな い こ とが述 べ ら

れて い る ｡ しか しこ れ は恐らくジ ョ イ が現地人 に殺されたと い う シ ョ ッ ク か ら生

まれ た, 藤原と して は例外的-な文章と思われ る ｡ 彼が その 後書 い たもの を見ても

こうした視点は二度と現れな い ｡

4 7) 田島健二 , 2 5 頁以下 ｡

4 8) 同上 , 1 29 頁以下 ｡

4 9) ケ土 ア当局め無能ぶりた っ い て は , 田島133 頁以下を参照｡ 資金や人手の 不足

だけで なく , 近代的合理的な思考や行動様式を備えた人間が多数を占めな い と,

野生動物政策に限らず政治や行政はうまく機能しな い ｡ 独立 したか らすぐに そう

した エ ー トス が生れ るもの でもな い こ とは , 国際連合環境計画職員として8 0 年代

末に
■
2 年間ケ ニ ア に滞在した大賀敏子も指摘して い る ｡ 大賀敏子 『心 に しみ る ケ

ニ ア』( 岩波新書, 1 99 2 年) を参照 ｡

5 0) ケ ニ アで は89 年に象牙の全面禁輸が決定され , モ イ大統領が大量の象牙を燃や

すパ フ ォ ー マ ンス を して話題に な っ たが , モ イ政権が先進国側 の ｢ 援助停止+ と

い うカ ー ドに弱か っ た こ とは 『新書ア フ リ カ史』 にも善かれて い る (5 2 4 頁) ｡ ま

た77 年の 狩猟全面禁止に よ っ て ケ ニ アで は三千人が職を失 い , 間接的な影響を受

けた人間とな る と二 万人 に及ん だと 田島は証言して い る (90 頁) ｡ .
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